
テーマ

『子どもたちのための
小中一貫教育』

呉市立蒲刈中学校長 二宮肇美



講演内容

1.どちらが悪いのか

2.呉市の小中一貫教育のはじまり

3.９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

4.取組に当たっての留意点



１．どちらが悪いのか（研究スタート前）

小中一貫教育研究が始まる前の職員室での会話から

・学力の積み残しに対する苦情

・生徒指導上の課題に対する苦情



１．どちらが悪いのか（研究スタート後）

•学力の積み残しについて

→小学校の力も借りながら中学校でできる指導をする

→小学校でどこにもっと力を入れる必要があるかを検討する

•生徒指導上の課題について

→情報交換を密にして小学校からの情報も得て解決にあたる

→小学校からできることはないかを探る



２ 呉市の小中一貫教育のはじまり

平成１２年 研究開発学校指定
旧二河中学校区
（呉中央学園）

平成１６年 中央教育審議会へ全国研究開発学校と共に報告

・ 中１ギャップの解消
・ 自尊感情の育成

平成１７年

平成２６年

答申 「新しい義務教育を創造する」

「小中一貫校」制度化の方針を固める

全中学校区研究指定 第１期→第２期(～H26)平成１９年



２ 呉市の小中一貫教育のはじまり

「自尊感情の育成」と「中１ギャップの解消」を目指す

４つの特色

○ 学習指導要領に則っている

○ 全ての中学校区で実施している

○ 義務教育９年間を『４・３・２』区分で実施しいている

○ 各中学校区の特色を生かした取組である



一体型 分離型

学校経営
・ 小中それぞれに管理職を配置
・ 教育目標，研究主題の共有
・ 中学校区としての学校経営

子どもの交流
・ 年間を通して計画
的に行いやすい

・ 長期休業を活用す
るなど工夫が必要

教職員の交流
・ 計画的・継続的に
交流しやすい

・ 回数等が限られる
ので工夫が必要

合同行事
・ 事前・事後を含め
計画・実施しやすい

・ 回数等が限られる

一体型と分離型
呉市の小中一貫教育



３， ９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

①乗り入れ授業

②異学年交流活動、交流授業、合同授業

③キャリア教育等小中一貫したカリキュラムの実施

④小中で取り組む授業改善

⑤小中合同で子供たちの課題解決に向けた取組

⑥４・３・２区分を意識した学校行事

⑦その他 新たな小中一貫教育文化の創造



３．９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

① 乗り入れ授業



３． ９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

② 異学年交流活動・交流授業や合同授業



分離型では工夫して

学校行事や地域の活動で
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１９．グループで活動するとき，意見の違う人とも協力し合うことができますか？

できる 時々できる あまりできない できない
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あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

意見の違う人とも協力して活動できますか平成１３年

平成２３年



３．９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

③ キャリア教育等小中一貫したカリキュラムの実施
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ラ
ム



小中で一貫したキャリア教育



出会いキラリ学習

和食料理人との出会い

宮大工との出会い

JA職員との出会い

１００人の素敵な生き方に出会う学校
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５．『将来，あんな人になりたいなあ」と思う人がいますか？

思う 少し思う あまり思わない 思わない

２年次

H24



３．９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

④ 小中で取り組む授業改善

児童生徒理解，教員相互の学び合いによる

『小中一貫教育カリキュラム』作成による

小中合同授業・交流授業による

学力調査の分析をもとにして

小中共通の授業スタイルづくりによる

小中共通の研究テーマや授業テーマ設定による

授
業
改
善
の
視
点

９年間で
育てる

発達に
合った授業



授業改善の具体例

乗り入れ授業

カリキュラム作成

合同・交流授業

学力調査分析

授業スタイル作り

授業テーマ設定

９
年
間
の
学
び
の
つ
な
が
り

留意点

乗り入れ授業

反復学習

重点項目

小中一貫教育による「授業改善の取組」の具体例



小中で一貫した授業展開



小中で一貫した学び方指導



中学生のノートを

お手本にしてみよう！

金賞・銀賞ノート
（吹き出しノート）



３．９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

⑤ 小中合同で子供たちの課題解決に向けた取組

各学年の宿題時間
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各学年の宿題時間
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各学年の宿題時間
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家庭学習時間の充実のために

○ １日の振り返り ～保護者の協力を得て～
家庭学習
の記録

保護者の
サイン



川尻っ子ノート





中期

第５学年

第６学年

第７学年

後期

第８学年

第９学年

前期

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

３．９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

⑥ ４・３・２区分を意識した学校行事



２分の１成人式

小学校の先生

になりたい。その
ために，人にやさ
しくなります。

外科医になりたい。その

ために，もっと勉強をがん
ばります。



自分の夢や将来の決意

立志式

私は将来保育士
になりたいと思っ
ています。そのた
めには‥



生徒会と児童会

朝の挨拶運動

５・６・７年生による

中期縦割り掃除

３．９年間で児童生徒を育てていく取組の具体

⑦ その他 新たな小中一貫教育文化の創造

小中合同運動会



小中で一貫して行う異学年交流と肯定的評価





４．取り組むに当たっての留意点

•小中一貫教育は目的でなく手段にする

•小中の文化の違いを認め合い課題を共通認識する

• 「ねらい」をはっきりさせて取り組む

•カリキュラムに残していく

•それぞれの校種の良さを９年間の学びに広げる

•成果指標は複数年計画でとる

小中一貫を楽しみながら，前向きに


